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1.オンラインi診療の振1供に関する事l願|

基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関 ver.)

基準等遵守の確認をするためのチェックリスト
「オンライン診療基準_i及び「オンライン診療の観 な実施に関する指針 (平成 30年 3月 )」に準拠

覇置言懲置 :ユー́エム タ、2メ

確認者:伊 勢 正 夫

/
g 遵守

iズンライン診療を輸 する際 1ま ,オンライン診塞鶏澪勲魁する旨について、医

師と懇者との間で合意務 る場合|こ行う。

ゴ 遵守

・ オンライン受診勧奨については、悪者から

の連絡に応じて実施する場合には、患者

側の意思が明白であるため、当該確認は

必要ではない。

ii iの合意を行うに当たつては、医師は、憲者がオンライン診療を希望する

講を明示的に確認す仇

i:iオンライン診療を実施する都度、医師が医学的な観点から実施の可否を

判断し、オンライン診療を行うことが進切でないと判断した場合はオンライ

ン診療を中止し、速やかに適切な対面診療 (こつなげる。

／

ゴ

ヽ
取 遵守

／
１
ヽ
詢
」 遵 守

・ 緊急時にやむを得ずオンライン診療を実

施する場合であつて、ただもに説明等猜

うことができないときは、説明可能となつた

時点において速やかに説明を行う。

iv医師は、悪者の Iの合意を得る1こ先立ち、患者 :こ対し′て以下の事項経つ

いて説明を行う。

・触診等を行うことができない等の理由 |ごより、オンライン診療で得られる

情報醐 られてしヽることから、対面診療を組み合い :があること

。オンライン診療を実施する都澤豪 医師がオンライン診療の実施の可査

を判断すること

。
(3)に示す「診療計画」(こ含まれる事項

i 直接の対面診察と同等でないにしても、これに代替し得る程度の患者の

心身の状態に関する有用な情報を、オンライン診療により得る。

／

‘

Ｊ
Ъ
肛 遵守

liオンライン診療が困難な症状として、一般社団法人日本医学会連合が

作成した「オンライン診療の初診|こ適さない症1メt」 (※ )等を踏まえて医

師畔 ]断し、オンライン診療灘 さなしヽ場合には対面診療を実施する(対

面診療が可能な医療機関を紹介する場合も含む。)。

／

‐
‐マ 遷守

0緊急性が高班 状の場合 |よ速やかに対

面受診を促す。

※日本医学会連合「オンライン診療の初診に

関する提言」(2022年 11月 24自

li6)

nttps:ノ /w、
Aピw」rnsF.oLJp/up10ads/nle

di3/2022/11/20221124163108.pdf

M 遵守

・ ただし、既往歴、服薬歴、アレルギー歴

等の能、症状から勘案して間診及び視

診ttttす るうこ必要な医学的'情報を

過去の診療録、診療清報提供書、健,康

診断の結果、地域医療情報ネットワー

ク、お葉 手 1帳 、Personal ttoaith

R.ecord(以 下「PHR」 という。)等から

鯉婚でき、悪者の症状と含麓 て医師が

可能と判断した場合にも実施できる (後

者の場合、事前に得た情報を診療録に

記載する必要がある。).

ili t刀言参からのオンライン言タリ寮は、原則として「かかりつけの医師」がそ予う。



遵守

。「かかりつけの医師」以外の医師が診療

「誌曜覇交を行つた上で初診からのオンライン

診療を行う場合として、以下が想定され

る。

ノ「かかりつけの医I軍」がオンライン言参療を

行っていない場合や、体日夜間等で、

「かかりつけの医師」がオンライン診療に

対応:できない場:合

√患者に「かかりつけの医師」がいない場

√「かかりつけの医自阿がオンラインi診 :り索(こ

対応している専門鑢 医療等を提供

する医療機関に紹介する場合 (必要

な連携を行つている場合、D to P

with Dの場合を含悦 )やセカンド

オピニオンのため(硬診する場合

0安全性が担保されたオンライン診療が実

施できる体制として、以下の対応力麟諷定

される。

/患者の所在地に応じた地域の医療機

関との間で,対面か 移行に関し

て連携体制を整備する

/医師が対面受診を要すると判断した場

合は、対面受診可能な医療機関へ医

師からの連絡、診療情報の提供を行

しヽ、憲雹を確実な対面診療へつなける

/直ちに対面受診を要さない場合におい

いても、医師が必要と判断したときに

は、当該診療内容を引き継げるよう、

緊急時の相談体制についての案内等

を患者等に対して行い、確実に対面診

療へつなぐ

／

３
ヽ
ｕ

iv【 ili以外の場合として「かかりつけの医師」以外の医師が診療前相談を行

つた上_でネ乃診か板拶レライン診疑 イ予う場合】

安銭 が提供されたオンライン診:療を1実施できるよう、オンライン議 の実|

施後、適切に対面診療につないられるようにしておく。

ご 違守

v診療前相談により対面受診が必要と判断した場合であつて、対面診療を

行郡哺蠅鰐誨ある場合 |よ、診療前相談碍 た'I青報振つしヽて必要 |こ応じ

て適切 |こ情報提供を行う。

/ 遵守

vi診療前相談を行うにあたつては、結果としてオンライン診:療が行えない可

能性があることや、診療前相談の費用等につしヽて医療機関の本一ムペー

シ等輔 ままか、あらかじめ馨者饉十分周知ずる。

なお、急病急変患者であつても、直接の

対面による診療を行つた後、患者の容態

が安定した段階に至つた際は、オンライン

影耀講哺置用を懸ユ言寸してもよい。

. /
M 遵守前 急病急変患者については、原則として直接の対面による診療を行う。

viii特定の複数医師が関与すること(こつもヽて鋪参療計画」で明示しており、しヽ

ずれかの医師が直接の対面診療を行つている場合は 全ての医師につい

て直接の対面診療が

`fわ

れていなくとも、これらの医師厳 :代でオンライン

診療を行 1'ことが可能,

ただし、交代でオンライン診療を行う場合は、
「診療計画」に医師名を記

載する。

基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関 ver.)

・ 特定の複数の医師が関与するケースとし

て、在宅診療において在宅療養支援診

療所が連携して地域で対応する仕組み

が構築されている場合や複数の診療科

の医師がチームで診療を行う場合などが

想定される。

/

M 運守
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基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関 ver.)
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遵守

・ 健康診断なa英患の治療を目的としてい

ない診療 (診察、診断等)などが想定

される。

患者胴 意を得た上で、診簾録認戴を含む十分な事j′継ざを行つていれ

ば、オンライン診療を行う予定であった医師の病欠、勤務の変更など|こよ

り、「診療計画」において予定されていない代診医がオンライン診衆 行うこ

とが可能。

主に健康な人を対象にした診療であり、対面診療においても一般的に同

一医師が行う必要性が低いと認識されている診療を行う場合なaこおいて

も、隣 計画」での明示翻 様¨ 下、特定の雛 師が交代

でオンライン診療を行うことが可能。

ご

／

４

Ｉ

´ヽ
廟
」

遵守

遵守

。緊急避妊に係る診療については、緊急

避妊を要するが対面診療が可能な医療

機関等に係る適切な情報を有しない女

性耐 し、女鸞 健離 関する信談窓

□等 (女性健康支援センター、婦人相

談所、性犯罪・性暴力被害者のためのワ

ンストップ支援センターを含む。)1こおい

て、対面診療が可能な陽療機関制 スト

澪を用いで受扇夕可能な医療機関を紹介

することとし、その上で直接の対面診療を

受診することとする。

・ なお、調剤に対応可能な薬局の一覧は

厚生労働省の本一ムベージ1〔おしヽて公開

さriて し';る。

htt,s://www,mhlw`90・ Jp/st7kinnk

yuuhininnyaku.html

《慈饉外難壁籍う医療機鶴機場合》

挟 禁煙外来iこつしては、定期的な健康診断等が行われる等により疾病を

見落とすリスクが排除されている場合であって、治療によるリスクが極めて

低いものとして、悪者側硼 益と不利益を十分に勘案した上で、直蜘

対面診療を組い 嚇オンライン診療を行うことが許容され得る。

《緊急鐵抵 :こ係る診糠竜衛う饉療機鶴の場合 》

緊急避妊に係る診療〔こつしては、地理的要因がある場合、女性の健

康に関する相談窓「 ::等 |こ所属する又はこうした相談窓圏等と連携して

いる医自軍が女性の心理的な状態 {こかんがみて対面診療が困難 あると

判断した場合 :こおし丁石:譲奮産婦人科医又 |ま厚生労働省が露定する研

修を受講した医師が、初診からオンライン診療を行うことは許容され得

る。

ただし、初診からオンライン診療を行う医師(よ―錠のみの院外処方を行

うこととし、受診した女性は薬局 :こおいて研修を受けた薬斉1師 |こよる調

剤を受け、薬剤師の面前で内服することとす仇

その際、医師と薬剤師はより確実な避妊法につして適切に説明を行うこ

と。

加えて、内服した女性が避妊の成否等を確言忍できるよう、産婦人料医

{こよる直接の対面診療を約二週間後に受診することを確実 |こ担保する

ことにより、初診からオンライン診療を行う医師は確実なフォローアップを

ifうこと。

yX自 身の心身の状態 :こ蘭する.筒報の伝達 :こ困難がある憲薔 :こつい【子ま、

伝達できる情報が限定されるオンライン診療の適用を慎重に判断する。

3
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基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関 ver.)

／
′
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ヒ 遵守

医師は、オンライン診療を行う前に、患者の心身の状態につして、直接の

対面診療により十分な医学的評価 (診断等)を行は その評価 :こ基づ

して、次の事項を含む「診療計画」を定め、2年間曝 存する。

・オンライン診療で行う具体的な診療内容 (疾病黎、治療内容等 )

・オンライン診療と直接の対面診療、検査の組み合わせに関する事項

(頻度やタイミング等 )

。診療時間に関する事項 (予約制等)

。オンライン診療の方法 (使用する'1.青華樋 信機器等 )

。オンライン診療を行わなしヽと判断する条件と、条件に該当した場合に直

接の対面診療 |こ切り替える旨 (情報通信環境の障害等 :こよリオンラ

イン診療を行うことができなくなる場合を含む。)

撒 診等ができないこと等により得られる情報が限られることを踏まえ、思

者が診察:こ対し積極的に協力する必要がある旨

・急病急変時の対応方針 (自らが対応できなしヽ疾患等の場合は、対

応できる医療機関の断 )

・複数の医師がオンライン診療を実施する予定脇 場合は、その医師

の氏名及びどのような場合にどの医師がオンライン診療を行うかの明示

・情報漏洩等のリスクを踏まえて、セキュリティリスクに関する責任の範囲

(責任分界点)及び黎磁ばれれ こヽと等傷鶴示

※例え!よ 次回の診察の日時及び方法並

び
`こ

症:状
―
の増悪があつた場合の対薦診療

の受診先等

／
ｉ
′
』
Ⅳ
」 遭守

li lに関わらず、初診からのオンライン診療を行う場合については、診察の

後にその後の方針 (※ )を患者に説明する。その後、オンラインでの診療

継続又はその見込み鋤 る場合、可及的速やかに、i:こ基づき診療計

画を定め、保存する。

/

M 遷守
3医療情報の保存については、2(5)を参

照すること。

:ilオンライン診療 |こおいて、映像や音声等を医師惧』又 (よ患者側端末に保

存する場合 |こは、事前に医自華…患奮間で、映像や音声等の保存の要

否や保存端末等の取り決めを明確にし、双方で合意する。

／
１
フ

」

マヽ
、

.  /

M

遵守

遵守

。オンライン診療を実施する医師自らが対

応できないことが想定される場合として、

オンライン診療を行う疾病について急変が

想定され、かつ急変時には他の医療機

関に入院が必要になる場合などが想定さ

れる。

`急変時の対応を速やかに行うことが困難

となると想定される場合として、例えば離

島などが想定される。

′vインライン診療を実施する医師自らが対応できなも:ことが想定される場

合、そのような急変に対応できる医療機関に対して当該患者の診療録

等必要な医療情報が事前に伝達されるよう、患者の心身の状態 |こ関す

る情報提供を定期的に行うなど、通切な体制を整える。

急変時の対応を速やかに行うことが困難となると想定される場合につしヽて

は 急変時の対応について、事前に関係医療機関との合意を行つておく。

日 推奨
v彫 療計画」は、文書又〔譲電磁的記録 (こより患者が参照できるようにす

る。

4



基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関 ver.)

麗
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推奨

運守

Ⅵ 同一疾患結ついて、複:数命医師が母一の議者に対をデンテイン診朦嗜行

う場合や、他の領域の同一疾患 {こついて、複数の医師繭 ―の悪者 |こ

対しオンライン診療を行う場合や、他鑢 域の専門医に引き継いだ場合

におしヽて、既 :こ作成されてしヽる「診療計画」を変更することにより、患者の

不利益につながると創意、摯者の意思を十分尊:菫した上■、`当該I診療

計画」を変更せずにオンライン診療を行う。

i 緊急時など|こ医師、患者が身分確認書類を保持していなしヽ等のやむを

得ない事情がある場合を除き、原員」として、医師と思者双方が身分確認

書霧簿、を薄いてお互しヽこ本.メ、でれること,の躍壼謝,を行う。

※かかりつけの医師がオンライン診療を行う場合等、社会通念上、当然 |こ

医師、患者本人であると認識できる状況であつた場合には、診療の都度

本人確認を行う必要はなしヽ.

遵守

3確鏃 例 :

1議者の本人確認 :マイナンバーカード、

医療保険者の発行する資格確認書、運

転免許証、パスポート等の提示

菫医綱の本人証明 :

HP隆カード (医師資格証)、 マイナンバ

ーカード、運転免許証、パスポート等の提

,Iヽ

::帥 資格証覇 :

HPKIカード師 蜂赫こ証)、 医師免

許証曜 示の活用

／

１し
」

ii初診でオンライン診療を実施する場合、当該患者の本人確認は、以下の

いずれかの方法により行う。

・顔写真付き(D身分証明書 (マイナンパー魂―が、運転免許証、人み|、一

卜等 )

・顔写真付きの身分証明書を有しない場合は 2種類以上の身分証明

書

。1種類の身分護明書しか使用できない場合には、当該勢分証明書命

厚みその他の特徴を十分 |こ確認した上で、患者本人の確認のための適

切な質 F口尋や全身観察等を組み合わせた確認

／

‐
‐ヽ
」 遵守

。身分証明書の提示 |よ医BTσ)氏名の確

認が目的であり、医籍登録番号、マイナ

〕/パー.運転免許証番ヨ‐、」ヽ
・
ス蒸――卜番

号、住所、本籍等に係る情報を提示す

ることを要:するものではない。

ili医師の本人証明の方法として、なりすまし防止のために、原則として、顔

写真付きの身分証明書 (HPKIカ ート、マイナンバーカード、運転免許

証、バスボート等)を用いて医師本人の氏名を示す。

特に、オンライン診療受診施設で、患者に対してオンライン診療を行う場

合は、思者が事後的にも確認できる方法により氏名の提示を行う。

※社会通念上、当然に医師本人であると認識できる場合を除く。

y
遭 守

oただし、初診を直接続 面診療で行つた

際 (1、 社会通念上、当然に医師であると

認識できる状況であつた場合、その後に

実施するオンライン診療においては、悪者

からの求めがある場合を除き、医師である

旨の証明をする必要はない。

iv「医籍登録年」を伝える (医師免許証を用しヽることが望ましい。)など、

医師が医師の資格を保有していることを患者が確認できる環境を整え

ス

また、必要に応じて、厚生労働省の「医師等量格確認検索」(氏名、

性別、医籍登録年)を用いて医師の資格確認飼 能である旨を示す。

ｒ
り



基導等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関 ver.)

・ 現にオンライン診療を行つている疾患の延

長とされる症状に対応するために必要な

医薬品については、医師の判断により、オ

ンライン影翔褒:こよる史じなが椰群裁。

※日本医学会連合「オンライン診療翻 診に

関する提言」(2022年 11月 24日

版)

／
１
・
Ｗ

／
′
《
Ｊ
ヽ
Ｗ

運守

遵守

患者の心身の状態の十分な評価を行うため、初診からのオンライン診療

の場合及び新たな疾患に対して医薬品の処方を行う場合|よ、一般社団

法人日本医学会連合が作成した「オンライン診療囲 診での投与:こつしヽ

て十分な検討が必要な業資1」 (来 )等の関係学会が定める診療ガイド

ラインを参考にlrう。

ただし、初診織場合に1ま以下分逃方′ま行・枠なも
'。

,麻薬及び向精神薬処 方

・基礎疾患等の情報が把握できていない患者に対する、特 (こ安全管理が

必要な医薬品 診 療報酬における薬剤管理指導料の「 11の対象とな

る業灘)の処方
。基礎疾患等の情報が把握できてしヽない患者に対する8日 分以上の処

方

まな 重篤な副作用が発現するおそれのある医薬品の処方は特 i[慎重 (こ

行うこともに、処方後の患者の服薬状〕iZの把握に野誇るなど、そ仰∫スク雪

理に最大限努めなければならな帆

／
１
‥

島
Ⅳ」 遵守

li医師は、患雀に対し、現在服薬している医薬品を確認する。患者|ま医師

|こ対し正確孵 告を行う。

□ 推奨

処方箋を発行する際、患者がオンライン服

薬指載 希望する場合に、使用するシステ

ムによつては患者が希望する薬局を選べない

場合がある (システム{こ登録Iされた薬局しか

選べなω こと(【留意し、患者が希望する

薬局での調剤報 薬指導が受けられるよう

配慮することが求められます。

il:医 81Fは、思者に対し、かかりつけ薬剤師・薬局の下、医薬品の一元管理

を行うことを求める。

／

‘

‐マ 運守

睡辮がオンライン診綴漁τL)て .ヽ=ヽみ職、思書参状態:11つげて十分1二必要な

情報が得られていると判断できない場合には、速やかにオンライン診療を

中止し、直接の対面診際 行う。

_ /
V

_ /

M

／
１Ⅳヽ
」 運守

遵守

遷守 直接の対面診療に代替じ得る程度の患

者の心身の状況に関する有用な情報が

得られる場合に1ま補助的な手段として、

画像や文字等による情報のやりとりを活

用することは妨げない。

li ガンライン認〕討章で1よ、:可能なβ襲惨:多くの影翔費情華『 をイ畢るた
♂多ば、ゲ,アルタイ

ムの視覚及び聴覚の情報を含む情報通信手段を採用する。

オンライン診療は、文字、写真及び録画動画のみのやりとりで完結しては

ならない。

オンライン診療の間などこ、文字等により患者の病状の変化に直接関わら

ないことにつしヽて]ミュニケーションを行うに当たつては、リアルタイムの視1覚

及び聴覚の'1青報を伴わないチャリ小機能 (文字、写真、録画動画等によ

る情報砕 )9とりを行うもぼ)が活用され得る。この際、オンライン診療と区

別するため、あらかじめチ摯ツト機能を活用して伝達し合う事項・範囲を決

めておく,

６́



基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関ve■ )

／
／

１位 遵守
雨 オンライン診療において、医師は、情報通信機器を介して、同時に複数の

患者の診療を行つてはならなしヽ。

ゴ
iv医師の他に医療従事者等が同席する場合は、その都度患者に説明を行

しヽ、患者の同意を得る.

由
U

v医師と患者が1対 1で診療を行っていることを確認するためほ オンライン

診療の開始時間及び終了時間をアクセスログとして記録するシステムとす

る。

|||||||・・

viオンライン診療を実施する前に、直接の対面で、実際に使用する情報通

信機器を用いた試験を実施し、情報通信機糀 通して得られる画像の

色蝉 等 :こつしヽで確認する。

7

遵守

推奨

推奨



基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関 ver.)

■.オンライン診療の提供体制に関する事項

遜 遵守

オンライン診療を行う医師徹 医療機関:こ所属し、その所属及び当該オン

ライ〕′診療実施病院等の問い合わせ先を明らぶこする。

特に、オンライン診療受診施設で、患者 (こ対して貸ンライン診療を行う場

合は 患者が事後的にも確認できる方法により、所属する医療機関及び

その問合せ先の明示その他必要な通畑を行う。

／

‘

Ｊセ 遵守
il患者の急病急変時に適切に対応するため、悪者が速やかにアクセスでき

る医療機関において直接の対面診療を行える体制を整える。

／

イ

‐粒 遵守

iii医師は、騒音により音声が聞き取れない、ネットワークが不安定であり動

画が途切れる等、オンライン診療を行うに当たり適切な判断を害する場所

でオンライン診慶 行つでまならなしヽぃ

／

４

Ｊ泣 遵守
・ 緊急やむを得ない場合には、この限

りでない。

ivオンライン診療を行う際撫 診療録等、過去の患者の1メt態を把握しながら

診療すること等により、医療機関に居る場合と同等程度 (こ患者の心身の

状態購 する情報を得られる体制機 、。

/

M 遵守
v第二者に患者の心身の状態〔こ関する情報の伝わることのないよう、医師
1物理的に夕博βから隔F誰さiれる空間におしてオンライン診療を行う。

ゴ 遵守

・ 医l療、機関のホームページに,本チェッ
クリスト (※ )を公表することも考

えられる。

※「医療法等の一部を改正する法

律の一部の施行等について (オンライ

ン診療関係 )」 (令和 8年 3月 27

磐付け医赦発 0327第 5号医政局

長通知 )

viオンライン診療実施病院等は、本―ムベージや院内掲示等(こおして、本指

針を遵守した上でオンライン診療を実施している旨を具体的に公表する。

□ 推奨
輛 オンライン診療を行う医師は、2(1)itの医療機関に容易 :こアクセスできる

よう努める。

／
１
卜
世 遵守

・ 患豪黎おけして、オンライン毅 1受け

る場所について適切に説明し協力を

4尋ることが目目:要である。

i 患者がオンライン診療を受ける場所は、対面診療断 われる場合と同程

度は、溝潔かつ安全でなけれ1まならない。

liプライパシーが保たれるよう、患者が物理的|こ外部から隔離される空間に

おいてオンライン診療が行わなければならない。

8



基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関 ver,)

／
１・粒 遵守

。ただし、巡回診療の実施について

(ょ .昭和 3フ 年 6月 20日付け医

発 554厚生省医務局長通知によ

る、巡回診療の実施 (こ準じて新たに

診療所聞設の手続きを要しない場

1缶がある。

。また健康診断等の実施については

平成 7年 11月 29日付け健政

発 927号厚生省健康政策局長

通撻による.巡躍健診等の実施 (I

準 [〕て新た|こ診療所開設の手続き

を要しない。

《 (同じ場所にいる)特定多数人に対してオンライン診疲を提供す

る場合》

:li医療法上、特定多数入:こ対して医業又 |よ歯料甦業を提供する場所 1よ

病院又は診療戸汚であり、これはオンライン診療であつても同樹:であるため、

特定多数人に対してオンライン診療受診施設以外でオンライ〕′診療を提

供する場合には 診療所の届出を行う。

遵守

。なお、オンライン諾 を4サつた際に、

予測されてしヽない新たな症状等が

生じた場合におしヽて、「診療言1画」

や訪間看護指示書の内容を見直

すことで、医8議が看護害筆等に対し、

診断の補助となり得る追カロ的な検

査等を指示することは可能。

./
M

医師の指示による診療の補助行為の内容として、「診療計画」若しくは訪

問看護指示書又はその両方に基づき、予測された範囲内 :こおいて診療

の補助行為を行う。

また、「診療計画、1や訪間看護指示書の内容 :こついては、患者の状況や

診療の内容に応じ、適時に見直しを行う。

/

M

躙

／

′
‐虚

鰈洟颯

遵守

遵守

i:D to P ttth Nを 行う医師は、原貝1、 :i方間診療等を定期的に行つてしヽる

医師動 つ、着護師等|よ同一医療機間の看護師等あるもヽ(よ訪問看翻

指示を受けた看護師等とする。

′
1青報通信機器を用いて診:療を行う遠隔地 |と しヽる医師は、事前 |こ直接の

対面診療を行わずにオンライン診療を行うことができ、主治医等の医師

|よ、遠隔地にいる医師の専門的な知見・技術を活かした診療洵 能。

ただし、患者母側にいる医師 (よ、既 1こ直接の対面診療を行つてしヽる主治

医等である必要あ り、
11青報通信機撤 用して診療を行う遠隔地にし略

医師は、あらかじめ、主治医等の医師より十分な情報提供を受けること。

1 /
溜 遭守

il診療の責任の主体は 原則として従来から診療している主治医等の医師

iごあるが、情報通信機器の特性を勘叢し、聞選が生ご:た場合の黄壼分

担等についてあらかじめ協議しておく。

／
１
Ｌ
騒 遵守

・ 具体的な対象疾患や患者の状態

などの詳細な適用対象 |よ、各学会

など力町乍成するガイトラインに基づく。

高度な技術を要するなど遠隔地 :こ しヽる饉倉肇でないと実施が困難な

手術等を必要とし、かつ、患者の体力面なとめ当該医師の下への

搬送・移動等が難しい患者を対象に行う。

／

ｉＶ“」 遷守
li l青報通信機器(こついて、手術等を実施する|こ当たり重大な還延等

が生じない通信環境を整え、事前|こ通信環境の確認を行う。

ゴ 遵守

・ 具体的な提供体制等については、

各学会などが作成するガイドラインに

基づくっ

仮 :こ一時的に情報通信機器等に不具合があった場合等において

も、悪者の側にいる主治医等の医師により手術の安全な継続が可

能な体稀11を組む,

9



基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関斡r.)

ノ
４
ヽ
塾 運守

i高度な専門性の観点から近隣の医療機関では診断梱 難な疾患で

あることや遠方からで(ま受診するまでに長時間を要すること等により、

患者の早期診断や診療継続の二一ズに対応することが難しい場合

など、地域 (こおしてオンライン診療の必要性が認められる患者を対象

1こ行う。

／

‐

，

ヽ
Ｌ̈ 遵守

ii患者は主治医等の患者の状態を十分iこま巴握している医師とともに、

遠隔地 (こ しヽる医師の診療を受ける。

／
１Ｎ
」 遵守

患者の側にいる主治医等の医倉爺と遠隔地|こいる医師は事前に診療

情報提供書等を通じて連携をとる。

／
‐
―
ヽ
」

¨
　

　

　

一

．．′

―
・
　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

一

粒

　

　

一
　

　

一

一
　

　

一

一
　

二

一　

　

―

一

一　

　

　

一

一　

　

　

一

一

　

・

一

Ｉ
二

遵守

遵守

。医療機関は、システムは適宜アップ

デートされ、リスクも変わり得ることな

ど、理解を深め&

※システムに関する個別の説明授 け

ることのみならず、事業者が提示して

tiる情報提供内容を自ら確認する

ことを含む。

医1療機関(よ、オンライン診:療に用いるシステムによつて講 tうるべき文寸策

が異なることを理解し、オンライン診療を計画する際には、患者に対

してセキュlプティリスクを説明し、同意を

`尋

る.

医療機関は、オンライン診療に用いるシステムを提供する事業

者 (以下「事業者」という。)|こよる説明を受け (※ )、 十分

な情報セキュ:Jティ対策が講じられてしヽることを確認する。

国`
イ
遵守

当該確認に際して、医療機関は責任分界点につしヽで確認し、

システムの導入(こ当たつては、そσリスクを十分に理解する。

鷺守

,*〔例えば、電子カルチを利用する端末

で、オンライン診療:に用いるシステム

を直接起動 、オンライン診療を行う

と、tzキュリティ上の観題.が生じた場

合、当該診療 |こ係る患者だけでは

なく、電子カルテデータベースやそれと

運結した医事シスデムやレセプト作

成用コンピュータ内のすべての患者

の情報:こ影響が及ぶ可能性施

る。

／
１
‥

ヽ
膨」

iiオンライン診療の際、医療情報システムに影響を及ぼす可能性

がある (沐()オンライン診療システム鞭 用する際は、「医療:

`1青報安全管理関連ガイドライン」に沿つた対策を併せて実施す

る。

、 /
ロ 遵守

汎用サービスを使用する際は、汎用サービスが医療情報システ

ムに影響を与え船 設定とする。

.  /

▽ 遵守

lli医療機関は、悪者に対してオンライン診療の実施 :こ伴うセキュリ

ティリスクを説明し、オンライン診療に用しヽるシステムを利用する

ことにつしヽての合意を得た上で、双方が合意した旨を診療録に

記載し、オンライン:診1療竃:実方衝する。

/

M 遵守

※ウIブサイト等の患者が適切にアクセ

スできる方法(こよる開示や、電磁的

記録:こよる説明文書と同等の内容

のものの提供を含む。

iv「診療計画」を作成する際、悪者に対して使用するオンライン診

療システムに伴うセキュリティリスク等とその対策及び責任の所

在につしヽて患者からの問い合わせに対応できるよう、説明文書

の準備 (※〕又は対応者の準備を行う。

10

-1)基本事項



基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関 ver.)

′
′
４

．Ｊ

ヽ
世 遵守

vオンライン診療システムを用しる場合は、医療機関はOSやソフ

トウェアのカップデートにつもヽて藤 業者と協議・確言忍した上で実

方恒する。

アップデートができなしヽ等の個別対応が必要な場合 |こは、事業

者からの説明、情報提供等を受け、必要な対応を実施する。

／
ヽ
１
Ｌ
″じ 遵守

vi 医療:機 D副ま、
`泌

:要にりi芯じてセキュリティソフトをインストールす

る。

推奨
宙 オンライン言タリ寮|こ用しヽるシステムをイ費用する鍔:(こ 1よ、多響署素量忍

証を用いる。

/

通 遵守

輔 オンライン診療を実施する際は、患者がしヽつでも医師の本人確

認及び医師の所属医療機関の確認ができるように必要な情

報を準備する。

/

毯 遵守

ixオンライン診療システムを用tる場合は、患者がしヽつでも医師の

本人確認ができる情報及び医療機関の問い合わせ先をオンラ

イン診療システム上に掲載する。

M 遵守
Xオンライン言多療システムがな資i左の2)|こ記載されてしヽる要:イ牛を

満たしてしヽることを羅暑言忍する。

ただし、患者がいる空間に家族黎

オンライン診療支援者がいることを医

師及び患者′}｀同意している場合を

除く。

y
遵守

涎 医師がいる空間において診療に関わつていない者が診察情報

を知覚できないようにする。また、患者がいる空間に第二者がしヽ

ないことを硝:語:する。

遜 遵守

xli医師は、オンライン診療実施時紀、意図しない第二者が当該

通信 (こ紛れ込むような三者通信 (患者が医師の説明を一緒

|こ聞いてもらうために、医師の同意なく第二者を呼び込む場合

等)や患、者のなりすましが起こってし砲いことに留意する。

`/
団 遵守

x雨 iプライバシーが保たれるように、患者側、医師側とも|こ録音、録

画、撮影を同意なしに行うことがないよう確認する。

レ 遵守

xivオンライン診療においてチャット機能を補助的に用いる場:だ):こ

は、医躊弱機関が、セキュリティリスクとベネフィットを勘鶴れノたうえ

で、使用するソフトウエアやチヤツト機能の使用方法について患

者側に指示する。

推奨

・ 医療機関や患者から、検査結果画

像や患者の医療情報等を画面共

有機能を用いて提示すること及び画

面共有機能を用いずに画面を介し

て提示することは、多くの場合、相

対的 1こセキュリティリスクが低 i威され

てしるものと考えられ&

xv患者か機 示された二次元バー3-卜や URL等のリンク先への

アクセス及びフアイルのダウンロード等はセキュリティリスクが高しヽた

めイテわない。

※セキュリティリスクが限定的であることを医療機関が合理的|こ判

断できる場合を除く.

／
１
Ｌ
ビ

xviオンライン診療を実施する医師は、オンライン診療の研修等を

通じて、セキュリティリスクに関する情報を適宣アッラげ
｀
―卜する。

/

M 遵守

xv;i医療機関が、オンライン診療を動 する際に、医麟 報を取

得する目的で外部の PHR等の情報を取り扱うことが、医療情

報システムに影響を与えうる場合は、「医療情報安全管理関

連ガイドラインI沿った対策を実施する。
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基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (R療機関 vcr.)

、/
□ 遵守

xv面 他方で、医療機関が、医療情報システムに影響を与えずに

当言亥情報を日又り:扱う場合に(よ、セキュリティリスクについて医療

機関と患者の間で合意を得た上で、オンライン診療を実施す

る。

／

４

ｇ

ヽ
し 遵守

1 意図しない三者通信を防ぐため、医療機関から思者猥1(こつな

げることを徹底し、また通信の管理者権限を患者に委譲しな

い。

／
１
ト
ヒ 遵守

li医療機関又は医療機関から委託を受けた者は、汎用サービス

のセキュリティポリシーを適宜確認し、患者の問い合わせに対応

できるようにする。

lil イ回別の,凡用サービスに内在するセキュリティリスクを理解し、必

要な対策を講じる責任は医療機関にあることを理解する。

／

／国ヽ 遵守

・ 委託を受けた者が存在する場合

は、委託契約に基づき協力する責

務が委託を受けた者に課される。

iv端末立ち上ι瑯寺、パスワード認証や生体認証などを用しヽて操

作者の認証を行う。

／

１

ヽ
世 遵守

／

１
１
ｙ

オンライン診療システムを描lイ共する事:業:者 Iま、下言己を備えたオンライン

診療システムを機i築し、下記 2-1)の 項目を満たすセキュリテイ
面で安全な状態を保つ。

／

イ

Ｊ
し
」

※患者および医療機関がシステムを利

用する際の権利、義務 情ゝ報漏

洩・不正アクセス等のセキュリティリス

ク、医療機関・患者双方のセキュリ

ティ対策の内容、患者への影響等

!:オンライン診療システムを医療機関が導入する際、事業者は、医療

機関に対して、医療機関が十分に理解できるまで、オンライン診療シ

ステムのセキュリティ等 (※ )|こ関する説明を行う (分かりやすい説

明資料等を作成し医療機関に提示することが望ましい。)。

／
１

‐

卜
Ⅳ 遵守

医療機関に対して、医療機関が負う情報漏洩。不正アクセス

等のセキュリティリスク及びシステム障害時の診療への影響を明

確に説明する。

ゴ 遷守

li事業者は医療機関に対して、オンライン診療のセキュリテイに係

る責任分界点について明確 |こ説明し、合意した範囲において

責任を負う。

／

‘
‐税 遷守

iiiオンライン:診療システムの中にビデオ会:議システム等の洲,用サー

ビスを糸麗み込Lんだシステムにおしヽても、事蟷断議はシステム塗鋼役の

セキュリティリスクにつしヽて、医療機関に明確に説明し、合意し

た責任分界点の範囲において責任を負う。

iv事業者は、合意 |こ基づき、脆弱性などのセキュリティリスク発生

時には速やかに医療機関に状況や対応方法等の情報提供を

行うなどの善管注意義務を適切に履行する。

/

M 遵守
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基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関 vc■ )

／
１
・

品
Ｌ̈ li菫守

※第二者機関に認証されることが望ま

しもヽ

v オンライン影)療システム等が医療:1青報システム(こ景多響を及ぼし

得るかをI月うかにする。

／

４

，ヽＶ 遵守

・ 2-2)に 該当する場合を除く。
※第二者機関に認証されることが選!ま

しい

哺 1茎療`情報システム以タトのシステム (端末・サーバ…等):こおけ

る診療にかかる患者個人に関するデータの蓄積。残存の禁止。

ゴ 遵守

※ID/パスワードや生体認証、ICカー

ト等により多要素認証を実施するこ

とが望ましい。またシステム運用監督

者は退職者アカウントの削除など管

理外になりやすい要素を重点的に

監視すること。

※第二者機関に認証されることが望ま

しい

MIシステムの運用保守を行う医療機関の職員や事業者、クラウト

サービス事業者のアクセス権限を管理する (※ )。

./
騒 遵 守

X第二者機関に認証されることが望ま

しい

価 不正アクセス防止措置を講じること (IDS/1PSを設置する

等)。

／
１
，Ｌ
Ｍ 遵守

X第二者機関に認証されることが望ま

しい

ix不正アクセスやなりすましを防止するとともに、患者が医師の本

人確認を行えるように、「1-1)基本事項」における医師の本

人証明と医師の所属医療機関の確認が常に可能な機能を備

える。

ゴ 遵守

・ ログ監査・監視を実施することが望

ましい。

※第二者機関|こ認証されることが望ま

しい

Xアクセスログの保全措置。

／
‐１
」ν
一
遵守

※第二者機関に認証されることが望ま

しい

ズ 端末へのウィルス対策ソフトの導入、OS・ ソフトウェアのアップデ

ートを定期的に促す機能。

／

１
‐
短 遵守

※第二者機関に認証 れることが望ま

しい

対:信頼性の高い機関によつて発行されたサーパー証明書を用しヽ

て、通信の暗号化 (TLSl.3以上、やむを得ず 1.2を用いる

場合は十分な暗号強度とするよう留意)を実施する。

/

圏 推 :l異
※第二者機関に認証されることが望ま

しい

x面 オンライン診療時に、複数の患者が同一の施設からネットワー

クに綱ヒ糸売的に1妻稀にする輸 には、IP VPNや lpsec+IKE(こ

よる様絲売をイテう。

イ
♂
十
、 遵守

※第二者機関に認証されることが望ま

しい

xiv遠隔モニタリング等で蓄積された医療情報については、「医療

情報安全管理関連ガイトライン」に基づ掛て、安全:こ取り扱え

るシステムを碇暑12する。
／

‘
ｊ

ｔ
ヽ
ル
」

xlv 使用するドメインの不適切な移管や再利用が行われないよう

に留意する。

※第二者機関に認証されることが望ま

しい

′

海
Ｊ
・Ｅ
蟹 遵守

i 法的保存義務のある医療情報を保存するサーパーを国内法の

執行が及ぶ場所に設置する。

／И
］ 遵守

li医療機関に対してそれぞれの追加的|プスクに関して十分な説明

を行い、事故発生時の責任分界点を明らかにする。
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基準等遵守の確認をするためのチェックリスト (医療機関VeL)

‖i医療情報を保存するシステムヘの不正侵入防止対策等を講

ずる。

一一
一■
一
一

※第二者機関に認証されることが望ま

しい

け オンラインi診療システムは、上記の 2-1)及び 2-2を満たして

いるシステムであるかどうか、第二者機関に認証されるのが望ま

しい。

／

‘

‐
ヽ
Ｌ 推奨

・ 第二者機関の認証としては以下の

いずれかが望ましい。

一般社団法人保健医療福祉情報安

全管理適合性評価協会(HISPRO)、

プライバシーマーク (]IS Q 15001)、

ISMS(JlS Q 27001等 )、 ITSMS

(]IS Q 20000‐ 1等)の認島醸情

幸晨セキュリティ監進[幸侵告奪璽の動スイ尋、クラウ

ドセキュリティ推進協議会のCSマークや

ISMSクラウドセキュリティ認証

(IS027017の耳又得

医師は、オンライン診療 |こ責任を有する者として、厚生労働省が定める研

修を受講することにより、オンライン診療を実施するために必須となる知識

を習得する。

／

η
コ

ト
Ⅳ 遵守

li医師―患者間の信頼関係を構築した上で、さらにオンライン診療の質を

向上させるためには、より適切な情報の伝え方について医師一患者間で

継続的に協議する。

ili患者が情報通信機器の使用に慣れていない場合 |こつしヽては、オンライン

診療支援者が機器の使用の支援を行つてもよしヽが、医師は、当該オンラ

イン診療支援者に対して、適切なオンライン診療が実施されるよう、機器

の使用方法制青報セキュリティ上のリスク、診療開始のタイミング等につしヽ

て、あらかじめ説明を行う。

□

オンライン診療では、質評価やフィードバックの体制の整備が必要である。

質評価におしヽでは、医学的。医療経済的・社会的観点など、多角的な観

点から評価を行う。

il対面診療と同様に診療録の記載は必要であるが、対面診療|=おける診

療録記載と遜色の無いよう注意を払う。加えて、診断等の基礎となる情

報 (診察時の動画や画像等)を保管する場合は、医療情報安全管理

ガイドライン等に準じてセキェリティを講じる。

／

～

‐
」
Ｖ

医師は、電子カルテ等における記録において、日時や診療内容などについ

て可能な限り具体的な記載をするよう心掛けるとともに、オンライン診療で

ある旨が容易に判別できるよう努める。

ロ

・ オンライン診療の安全性や有効性

等に関する情報は、個々の医療機

関で保有されるだけでなく、今後のオ

ンライン診療の進展に向け社会全

体で共有 `分析されていくことが望ま

しい。
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